
３：１＜天井の⾼さ（上）：床スラブ部分の厚さ＜７：１

床スラブ部分が上下の空間に余⽩を設けるように働くこ

とで、上下のそれぞれ気積の存在を認識できると考える。

直線で平⾯を構成された建築

気積に⽅向性が⽣まれる

建築によって⽅向性の⽣まれた気積は、

吹き抜け等の空間が隣り合う場所にお

いて気積同⼠が相互貫⼊しているよう

に認識できる。

曲線で平⾯を構成された建築

空間がグラデーション状に広がる

気積の混ざり合った濃淡が⽣まれ、

気積の存在が⾒えず、相互貫⼊が起

きないため気積の存在を認識できな

いと考える。

天井の⾼さ（上）：床スラブ部分の厚さ≦３：１

床スラブ部分が厚過ぎることから、床スラブ部分が壁の

ようになって上下の空間を認識できないため気積の存在

を認識できないと考える。

天井の⾼さ（上）：床スラブ部分の厚さ≧７：１

床スラブ部分が薄すぎることから、上下の気積の存在が

⼀体化するため、気積の存在を認識できないと考える。

空間の気積を認識するための要素のひとつは、床スラブ部分の厚さが

⾒えることより、床スラブ部分の厚さと天井の⾼さとの関係によって、

気積の存在における認識のしやすさが変わると考えた。

そこで、筆者が体験したことのある建築の中から、床スラブ部分の厚

さが⾒える建築を１４挙げ、天井の⾼さに対する床スラブ部分の厚さ

の⽐率を分析した。 

上側の空間における天井の⾼さに対して、床スラブ部分の厚さとの⽐

率を⾒ると、気積の存在を認識できる建築における、天井の⾼さ（上）：

床スラブ部分の厚さはおよそ３：１超７：１未満であると考えられる。

天井の⾼さ（上）      ………………

床スラブ部分の厚さ        ………………

天井の⾼さ（下）      ………………

６. 気積の存在を認識できる天井の⾼さに対する床スラブ部分の厚さの⽐率 ７. 気積の存在を認識できる⽐率の考察 ８. 直線と曲線による相互貫⼊の違い

気積にエッジがあるかのように感じ、

気積をヴォリュームのように認識できる状態

気積の存在を認識できない場合は、気積よりも

建築にサーフェイス強く感じる状態 「視覚的な視覚」

⾒る⼈の位置が対象から遠く、⼀⽬で全体像

を捉えられる場合のこと

「触覚的な視覚」

断続的に複数の像が視⼒調整する⽬に

よって合成される場合のこと

気積の存在を客観的に対象として捉えられる場合、

「視覚的な視覚」によって気積を⾒ており、⾃⾝がい

る側の気積には「触覚的な視覚」が働き、それぞれ

の気積に対する体積の差が得られると考える。

柱などのエレメントに対しても「視覚的な視覚」

と「触覚的な視覚」の両⽅が働いており、この

２つの知覚能⼒がエレメントに対して働くこと

で、場をつくることに繋がると考える。

気積の存在を認識できる

場気積の存在（空間） ×

２. 気積の存在をヴォリュームとして認識する１. 背景と⽬的 ３.「視覚的な視覚」と「触覚的な視覚」 ５. 気積の存在を認識できる要素４. 気積という観点における「視覚的な視覚」と「触覚的な視覚」

（1）床スラブ部分が⾒える

（2）天井を共有し、床レベルが異なる

（3）床を共有し、天井の⾼さが異なる

近年、空間から場・物へと建築における主軸が変わってきたといわれ

るように、空間と場には、空間が強くなると場が弱くなり場が強くな

ると空間が弱くなるという関係性があると考える。空間と場のどちら

かではなく、どちらも存在することで豊かな建築になるのではないだ

ろうか。

本研究における空間とは、気積の存在のことを指す。

気積の存気積の存在 と 場 の在 と 場 の 共存共存気積の存在 と 場 の 共存

気積 気積
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外周部分にスロープがあることで、スロープ側から中央部分の開架書架・閲覧席の

床スラブ部分の厚さが⾒えたり、反対に開架書架・閲覧席側からスロープの床スラ

ブ部分の厚さが⾒えたりする。また、外周に床スラブ部分の厚さが⾒えることから、

仰⾓２７°と４７°に収まる範囲の⼤部分が重なっていると考える。

Ｈ. メルテンスの⾒解を踏まえて、Ｈ. ブルーメンフェルトは、⼈

間が前⽅を２：１の割合で上部を⾒るとすると、建築と視点と

の距離（Ｄ）と、建築の⾼さ（Ｈ）は、Ｄ／Ｈ＝２、つまり仰⾓

２７°のときに建築を全体として⾒ることができると述べる。

また、社団法⼈ ⼈間⽣活⼯学研究センター 6) は、真っ直

ぐ正⾯を⾒るときを基準として、楽に上を⾒られる⾒上げ

⾓度は２０°であると述べる。

以上の仰⾓２７°と、対象の全体を⾒ることができる仰⾓２７°を楽に上を⾒られる⾒上げ⾓度２０°に⾜した⾓度を仰⾓４７°として、

床スラブ部分が⾒える場合、異なる天井の⾼さの場合、異なる床レベルの場合を分析する。

床スラブ部分が⾒える場合では、吹き抜けが⼩さかったり、同じ断⾯上で重なって

いたりすると、仰⾓に対象が収まらなくなることがわかり、対象から距離を取れる

平⾯的な余裕が必要であると考える。

仰⾓２７°に対象が収まる平⾯範囲も狭いうえに、仰⾓４７°に対象が収まる平⾯

範囲がないことから、気積が客観的に⾒える位置がないことがわかる床スラブ部分

の厚さに対する天井の⾼さの⽐率は、気積の存在を認識できる⽐率に収まっている

が、気積の存在を認識できないのは、床スラブ部分とそれによって分けられた気積

が⾒えないことが関係していると考えられる。

27°に収まる範囲

〈⽇本⼥⼦⼤学図書館〉

47°に収まる場所はない

部分平⾯図 S=1/600

３階平⾯図 S=1/1200２階平⾯図１階平⾯図

部分断⾯図 S=1/600

床スラブ部分の上辺が

仰⾓２７°に収まる範囲

床スラブ部分先端から真上に伸ばした

延⻑線と天井との交点が仰⾓４７°に収まる範囲

９. 全体を⾒ることができる仰⾓と気積 1０-１. スラブ部分の厚さが⾒える場合１０. 仰⾓の分析⽅法
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〈⽇野市⽴中央図書館〉 〈埼⽟県⽴博物館〉 ⼀⽅の吹き抜けは、床レベルの違いが⼤き

いため、対象から距離を取る必要があるが、

もう⼀⽅は床レベルの差が⼩さいため、対

象に近付いても仰⾓２７°と４７°に収ま

る。また、床レベルの差が⼤きい吹き抜け

よりも、⼩さい⽅が距離を取れるため、仰

⾓に収まる平⾯範囲が⼤きい。

異なる床レベルの空間においては、で⽰し

た天井の⾼さ（下）がないことで、床スラ

ブ部分が壁のようになることなく気積の存

在を認識できるように働くため、床レベル

の変わる先端と、⾼い側の床の先端から真

上に伸ばした延⻑線と天井との交点が仰⾓

２７°から４７°に収まることで、気積の

存在を認識できると考える。

天井⾼さが⾼い⽅の空間では、仰⾓２７°に

天井の⾼さが変わる先端が収まる平⾯範囲が

天井の⾼い空間の床⾯積の半分以上存在する。

また、天井が低い⽅の空間では、仰⾓２７°

が天井⾼さの低い⽅の天井に触れる範囲が多

く⾒られた。

仰⾓２７°に、天井の⾼さが変わる先端が収

まることによって、⼀⽅の空間からもう⼀⽅

の空間が客観的に⾒えると考える。天井の⾼

さが低い⽅の空間において、仰⾓２７°に天

井が触れる平⾯範囲が⼤きいことで、より、

⾃⾝がいる天井の低い気積から、天井の⾼い

気積が客観的に⾒えるようになると考える。

床スラブ部分の厚さが⾒える場合、床スラブ部分の

上辺の⾼さから視線の⾼さを引いたものをＨ、床ス

ラブ部分の先端から観測者までの距離をＤとし、

Ｄ／Ｈ≧２になる場合を分析する。また仰⾓４７°

のときに、床スラブ部分先端から真上に伸ばした延

⻑線と天井との交点が収まる場合を分析する。

異なる天井の⾼さの空間が隣り合う場合は、天井の

⾼さが変わる先端が仰⾓２７°に収まる範囲と、

仰⾓２７°の範囲に天井が触れる場合と、そうでな

い場合を調べる。

異なる床レベルの空間が隣り合う場合では、床レベ

ルの変わる先端が仰⾓２７°に収まる範囲と、⾼い

側の床の先端から真上に伸ばした延⻑線と天井との

交点が仰⾓４７°に収まる場合を分析する。

平⾯図 S=1/1500

部分平⾯図 S=1/600

断⾯図 S=1/600平⾯図 S=1/600断⾯図 S=1/600

1０-２. 異なる天井の⾼さの場合 1０-３. 異なる床レベルの場合
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〈えんぱーく 塩尻市市⺠交流センター〉 〈えんぱーく 塩尻市市⺠交流センター〉〈こども本の森 中之島〉 〈サンパウロ⼤学建築都市学部棟〉 〈サンパウロ⼤学建築都市学部棟〉 〈えんぱーく 塩尻市市⺠交流センター〉

ヘルマン・ヘルツベルハーは、「座ってもらうということ」 「⾒える範囲と他⼈の視線からはずれる範囲とのバランス」と述べている。

「座ってもらうということ」 ……①②⑦⑧⑨

「⾒える範囲と他⼈の視線からはずれる範囲とのバランス」………③④⑤⑥

これらのことから、建築が引き起こす場というのは、座る⾏為を引き起こしたり、視線を遮ったりする垂直⽅向に伸びる壁や床 であると考える。

１１. 建築によって⽣まれる場の要素の事例

１２. 建築によって⽣まれる場の要素の考察

①階段の下 ②階段と天井の間 ③腰壁 ④⼈の体の幅より太い柱

⑦階段の⼿すり部分の腰壁が⽔平 ⑧窓辺に座れるような腰壁がある ⑨柱に基壇がある

⑤垂れ壁 ⑥壁柱

〈丸⻲市猪熊⽞⼀郎現代美術館〉
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① 床スラブ部分の厚さが厚く、天井の⾼さ（下）が⼈の⼊れないような⼨法の場合、気積の存在を認識できる要素のひとつ

である同じ天井を共有し、床レベルが異なる場合と同じように気積の存在の認識できると考える。

また、天井の⾼さ（下）が⼈の⼊れない⼨法ではあるが、視線は抜けるため垂れ壁のような働きをすることで、場も⽣まれ

ると考えられる。

①同じ天井を共有し、床レベルが異なる ②スラブ部分の厚さが⾒える

② 気積の存在を認識する要素のひとつである、スラブ部分の厚さが⾒えることを満たしながら、壁と床の組み合わせ⽅を構成ダイアグラムの⾴で述べたような考え

⽅で設計した。

③ 床スラブ部分の厚さが⾒える先に壁が⾒えたり、床スラブを⾒上げる⼈の後ろに壁があったりすることでさらに気積の存在を認識できるようになると考える。

④ また、それと同時に床によって移動できる⾯積を限定することで、壁に寄り添うような場が⽣まれていると考えられる。

AAʼ 断⾯図 S=1/200

部分断⾯図 S=1/200

③床スラブ部分の厚さが⾒え、その先にも壁が⾒える ④スラブ部分の厚さが⾒え、壁に寄り添う場

⑨

③

④

⑤天井の⾼さ（上）が⼤きくなくても、床スラブ部分と天井のレベルが、

⾒上げる⼈がいる床レベルと差があったとしても、後ろに⼗分に下がる

ことができるため、床スラブ部分の厚さと床スラブ部分先端から真上に

伸ばした延⻑線と天井との交点を⾒上げることができる。

⑤床スラブ部分の厚さが⾒え、後ろに⼗分下がれる

社会科学
新書

哲学 芸術

東京都墨⽥区錦⽷４丁⽬ (S=1/5000)100 50 100 200m

１３. 建築⽤途と計画敷地

１５. 建築⽤途と計画敷地

１４. 構成ダイアグラム

気積の存在を認識でき、建築がつくる場を持つ図書館を設計する。

地域の⼈々が⽴ち寄れる居場所となるような図書館は、気積の存在を認識

することで空間としての居場所を⾒つけ、さらに建築によって⽣まれる場

によって留まれる居場所を⾒つけ出せると考える。また、本を探すうえで、

気積の存在を認識することで客観的に空間を把握し、どこにどの本がある

のかを認識しやすくなると考える。

本を読むだけではなく、思い思いの居場所を⾒つけて留まれるような図書

館を⽬指す。

墨⽥区は、東京 23 区において、⼀番図書館の数が少ない。

敷地は錦⽷町駅前にある錦⽷公園横とする。錦⽷町が位置する墨⽥区は、

東京２３区において⼀番図書館の数が少ない。公園の横に位置しているこ

とから、静かに留まれる居場所である図書館に、体を動かせる居場所であ

る公園を引き込みながら、⼈々が集まり、留まる居場所になることを期待

する。また、駅に近いことから電⾞で訪れる⼈々も⽴ち寄れる図書館にな

ると考える。

壁と床のそれぞれで、気積の存在を認識できるような構成にすることで、

壁と床が組み合わさることで様々な気積の存在が⽣まれると考える。

■壁の基本構成

直線で構成された壁が必ず⾓にあるように配置することで、気積の存在を

認識できる壁の構成になると考えた。⾓が認識できることで、⾓から延⻑

線上に気積の存在を認識する。

■壁による気積の組み合わせ⽅

壁の基本構成によってつくる⾊々な⼤きさの気積を組み合わせる。⾓に壁があることは変えずに、

⻑さを変えたり、⼀直線に繋げたりすることで、様々な気積の存在の⾒え⽅が⽣まれる。

壁による気積は重なり合わず、隣り合って全体を構成する。そうすることで、壁の⻑さや隣り合

う気積と⼀体化した壁によって気積の存在の⾒え⽅に強弱はありつつも、気積の存在は認識しや

すくなると考える。

■床と壁の組み合わせ⽅

床は壁による気積をまたいで配置する。それによって、壁による気積と、床による気積が重なり合い、

様々な気積の存在を認識することができると考える。

壁によってできる気積の中に収まるような⼤きさの床や、壁の周りをぐるりと回れるように配置され

た床など、壁と床の気積が合わさることで全体を構成する。

公園から引き込む
クッションになる広場

⼤きな屋根が架かっているためマルシ

ェなどが催される

⾒上げるとスラブ部分の厚さ
が⾒える中庭

⼗分距離を取れるため、仰⾓２７°

から４７°に収まる

新聞・雑誌スペース
移り変わる情報を得られる新聞や雑

誌は、⼈の流れも移り変わるGL部分

に配置する

スタッフ動線

搬出⼊⼝

⼤きなピロティ空間
階段と⼈の体の幅より太い柱によ

って、寄りかかりながら座れる場が

⽣まれる

配置図兼GL±1800平⾯図 S=1/1000

錦⽷町駅から訪れる⼈
錦⽷町駅

錦⽷公園

横⼗間川

錦⽷橋

錦⽷橋を渡って横⼗間川の向こうから訪れる⼈

墨⽥区総合体育館から訪れる⼈

N

ギャラリー

ホール

事務室

スタジオ新聞・雑誌カフェ

ショップ 中庭
広場
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⑥ 上の階へと続く階段の下には、階段に

よって視線が遮られることで階⾼より低

い⼩さな場が⽣まれ、階段側にいる⼈は

⾒えないけれど気配を感じながら留まる

場になる。

BBʼ 断⾯図 S=1/200

⑥階段下の領域

 中庭における気積の存在と場

⑦

⑥⑨

⑩

⑦上へと続く階段の⼀部が天井に向かっ

て伸びることで、階段と天井の間に座る

と頭をぶつけない場が⽣まれる。階段を

下りた先に壁があることで視線が遮られ

つつ、座れる場になる。

⑧ 階段の下にも階段があることで、階段と床の間の座ると頭をぶつけ

ない⾼さに、階段があることで、座れる場が⽣まれる。また、階段によっ

て視線が遮られるため、視線が遮られながらも座れる場になる。

⑦階段と天井の間

⑧階段下の領域にある階段

⑨ 階段と天井の間の、座ると頭をぶつけ

ない場に、⼈の体の幅より太い柱がある

ことで、寄りかかれる拠り所になりつつ

視線が遮られながら座れる場が⽣まれる。

⑩ ⼀部が天井に伸びる階段に沿って壁柱があることで、寄りかかれる

距離感で視線が遮られつつ、座れる場になる。

⑨⼈の体の幅より太い柱と、階段と天井の間

⑩階段と天井の間と壁柱
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